












　ユネスコ「世界の記憶」memory of the world 事業が始まったのは
1992年である。1993年には IFLA 国際図書館連盟と ICA 国際文書館評
議会を対象に、20世紀における記録遺産の被害についての世界調査が
始まり、1996年、その成果は ºLOST MEMORY - LIBRARIES AND 
ARCHIVES DESTROYED IN THE TWENTIETH CENTURY（失わ
れた記憶－20世紀中に破壊された図書館と文書館）" として発表された3。
　 　





 3 MEMORY OF THE WORLD LOST MEMORY - LIBRARIES AND　
ARCHIVES DESTROYED IN THE TWENTIETH CENTURY. General 


















































































































 6 内閣官房トップ　トップページ ＞ 特定秘密保護法関連>「特定秘密の保護
に関する法律のポイント」　URL: http://www.cas.go.jp/jp/tokuteihimitsu/
point.pdf （2015－11－05確認）
－ 62－
相当する6 との説明があり、項目数もイロハ順にヌまで、全部で10項目あ
り、その中には防衛、武器、弾薬などの用語とともに、見積もり、計画、
収集した電波情報、画像情報、情報の収集整理またはその能力等が含まれ
ている。これらの特定秘密に指定される事項は、適切な記録管理を行うこ
とが欠かせない。
オープン・ソサエティ・ジャスティス・イニシアティブの調査企画　
　米国に、オープン・ソサエティ財団という財団がある。昨年９月、この
財団の法務部門であるオープン・ソサエティ・ジャスティス・イニシアティ
ブ（以下 OSJI）7 が、軍隊記録のアクセスについて世界調査を企画した。
日本の軍隊（自衛隊）とその情報システムについても調査を行いたいよう
であった。調査はアンケート方式であった。
　OSJI のアンケートは６章建て、冊子で15頁あまり、質問は軍隊の情報
に関する（i）作成、（ii）秘密指定と秘密解除、（iii）保管と維持管理、並
びに廃棄または除去、 （iv）アクセスに関するもの、が大きな柱となって
いた。日本の特定秘密保護法、公文書管理法、情報公開法の該当項目を紹
介していくと、この調査に対応できるかもしれないと思われた。同時に、
かみ合わないであろう設問も散見された。　
軍隊と情報公開　
　OSJI の調査の枠組みを見ると、軍隊であっても一定程度の情報公開が
行われるという前提で調査企画が練られているようだ。他方、日本の場合、
そもそも自衛隊は「軍隊」か、という議論がある。自衛隊は軍隊ではない、
　 　
 7 オープン・ソサエティ・ジャステス・イニシアティブ（OSJI）は、日本に特
定秘密保護法が成立する直前の2013年６月、「国家安全保障と. 情報への権利に
関する 国際原則（ツワネ原則）」を取りまとめた団体として知られている。ツワ
ネ原則は、70カ国以上の500人を超える専門家との２年以上におよぶ協議を経て、
22の団体によって 起草され、2013年６月12日に発表された。
－ 63－
という建前で60年余りをやり過ごしてきた国民の一員としては、なし崩し
に自衛隊を軍隊と読み替えることはしたくない。筆者としては昨今の社会
的風潮にどうも同調しかねる。
　概念としての「軍隊」を考えるとき、その存在や情報取扱いを開放する
のは、戦争での「負け」につながる。冒頭紹介した中国の登録成った世界
記憶遺産「南京虐殺」記録は、日本の軍隊がその地で繰り広げた行状の結
果の記録であろう。米国は第２次世界大戦末期、沖縄の地上戦、日本に原
爆を投下する際の一部始終などを記録したが、その公開はいつから始まっ
たのか。現在その記録があるから、私たちは当時何が起こったのかを把握
できる。
結びにかえて　非現用記録の管理と公開にもとめられること
　ところで、このような記録へのアクセスは、狭義の情報公開制度に則っ
た最新情報の開示とは区別しなければならない。記録管理とアーカイブの
世界では、記録を現用と非現用に区分する。保存期間満了以前の記録は現
用記録であり、保存期間満了後の記録は非現用記録というのである。そし
て、アーカイブ機関では非現用記録を所蔵し、利用に供する。当然ながら、
非現用記録は新しい記録ではない。非現用となったのちに、時の経過によ
る閲覧制限の緩和、つまり古くなるにしたがって、公開できる範囲を広げ
るやり方で、利用提供を行う。
　軍隊の記録は、時の経過による閲覧制限の緩和により、タイムラグを前
提にしながら公開されていく。アーカイブ機関、つまり公文書館や文書館
における過去情報記録＝アーカイブ記録の漸次公開には、正確な記録の管
理の継続が求められる。継続する過去の記録が、出所原則と時系列秩序に
よって正確に管理整理されているのは、公開と利用の前提条件なのである。
アーカイブ機関でこれを可能とするには、忍耐強い継続的な整理作業が欠
かせない。それと同時に、矛盾なく整備された記録管理のルールが求めら
れることを忘れてはならない。
